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A.研究目的 
新型コロナウイルス感染症については、当

初、水際での対策を講じられてきたが、国内の

複数地域で感染経路が明らかではない患者が散

発的に発生し、一部地域に小規模患者クラスタ

ー（集団）が発生したことを契機とし、厚生労

働省新型コロナウイルス対策本部において、「新

型コロナウイルス感染症対策の基本方針（令和

２年２月 25 日）」が示された。この基本方針

で、クラスター対策を行うことが重要とされ、

クラスターが発生した自治体と連携して、クラ

スター発生の早期探知、専門家チームの派遣、

データの収集分析と対応策の検討などを行うた

め、感染症の専門家で構成される「クラスター

対策班」を設置された。 
 クラスター対策班では、「接触者追跡・サーベ

イランスチーム」「リスク管理チーム」及び「デ

ータ解析チーム」が連携し、クラスター対策に

必要な調査・支援、クラスター発生のリスク分

析・対策の検討及び数理モデルによりデータ解

研究要旨 
 
令和２年度４月以降、クラスター対策班に所属する専門家が主導する下記の新型コロナウイルス関

連研究が開始した。これらの研究により創出される研究成果も含め、国内外の各種新型コロナウイル

スにする各種科学的根拠を整理し、定期的に会議を行いつつ科学的知見を感染症流行対策に反映する

ことに務めた。厚生労働省の新型コロナウイルス感染症対策実施に向けた助言を行うとともに、中長

期的な視点での感染症対策の危機管理能力の向上・公衆衛生対応の評価の観点から検討を行った。 
本分担研究では、基本的対処方針等において、感染拡大に関する様々な疫学的な指標（実効再生算

数、倍加時間等）や、感染各再収束に向けた接触機会の低減の割合（８割）を検討するにあたって数

理モデルに基づく科学的な知見が活用されていることを踏まえ、こうした指標について、2020 年１月

以降の新型コロナウイルスの状況を反映することにより、よりきめ細かく実態に反映する新たな疫学

的な指標や数理モデル等の知見を検証するとともに、今般、感染拡大を阻止する観点で、新しい生活

様式に代表されるような行動変容を促す取り組みを定量的に把握し、可視化するツールの活用方法に

ついて検討した。 
特に、異質性を加味した伝播の定量化を実施し、それに基づいて特定の環境に対策を講じた場合の

効果の推定などを数理モデルを活用したシナリオ分析として実施検討した。 
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析予測が行なわれてきた。これらを通じ、「３つ

の密」に代表されるような感染拡大のリスクの

ある状況の特定、「８割の接触削減」のような行

動指標、自治体と連携した専門家派遣並びに現

地支援、現場知のフィードバックに基づく院内

感染初動マニュアルの策定等、政策に資する検

討、解析及び支援を行ってきた。これらの様々

な取組により、全国の実効再生算数は１を下回

っており、新規報告数は減少傾向に転じるとい

う一定の成果が現れ始めてた。 
令和２年度４月以降、クラスター対策班に所

属する専門家が主導する下記の新型コロナウイ

ルス関連研究が開始した。これらの研究により

創出される研究成果も含め、国内外の各種新型

コロナウイルスにする各種科学的根拠を整理

し、定期的に会議を行いつつ科学的知見を感染

症流行対策に反映することに務めた。厚生労働

省の新型コロナウイルス感染症対策実施に向け

た助言を行うとともに、中長期的な視点での感

染症対策の危機管理能力の向上・公衆衛生対応

の評価の観点から検討を行った。 
 
B/C.研究方法と研究結果 
本分担研究では、基本的対処方針等におい

て、感染拡大に関する様々な疫学的な指標（実

効再生算数、倍加時間等）や、感染各再収束に

向けた接触機会の低減の割合（８割）を検討す

るにあたって数理モデルに基づく科学的な知見

が活用されていることを踏まえ、こうした指標

について、2020 年１月以降の新型コロナウイル

スの状況を反映することにより、よりきめ細か

く実態に反映する新たな疫学的な指標や数理モ

デル等の知見を検証するとともに、今般、感染

拡大を阻止する観点で、新しい生活様式に代表

されるような行動変容を促す取り組みを定量的

に把握し、可視化するツールの活用方法につい

て検討した。 
特に、異質性を加味した伝播の定量化を実施

し、それに基づいて特定の環境に対策を講じた

場合の効果の推定などを数理モデルを活用した

シナリオ分析として実施検討した。 
数理モデルを活用して、大阪における新型コ

ロナウイルス感染症の第 1 波および第 2 波流行

の対策評価を実施し、緊急事態宣言および時間

短縮営業により実効再生産数が 1 未満に低下し

たことを論文報告した。英文原著論文として学

術誌に報告されていることに加え、厚生労働省

および該当する地方自治体の対策本部に研究成

果を共有した。 
特筆すべき成果として、提案通りに異質性を

加味した流行のリアルタイム予測を実装し、そ

れを論文成果として報告することができた（図

1）。人口全体ではなくハイリスク人口に焦点を

絞った対策を講じることによって実効再生産数

が 1 を下回ることが可能であることを示し、こ

れに伴って現に第 2 波では緊急事態宣言の発出

をせずとも新規感染者数を一旦減少傾向に移す

ことに成功した（論文 16）。 
 

 

図 1．異質性を加味したリアルタイム予測の実装 
 
(倫理面への配慮) 
 既に匿名化されたデータを用いることとし、

地域などの情報が特定され得る情報の開示にお

いては厚生労働省における HER-SYS の交換関

連情報の取り扱いに準じることとした。 
 
D.考察 
 クラスター対策として実施してきた理論の背

景として、本感染症が屋内で 2 次感染が起こり
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やすいという特徴を捉えるという点で大きな意

義を有する。本研究では、流行サイズが分岐過

程で記述されるような minor outbreak のフェー

ズを過ぎてからも継続的に異質性を加味した流

行対策のデザインが可能であることを示した。

特に、数理的に子孫の分布を分断することを通

じて離散化した次世代行列をコンピュートし、

そのことを通じてハイリスク人口に集中した早

期の流行対策によって人口全体の 2 次感染を減

少傾向に転じさせることができることを示し

た。但し、それは流行早期のみに有用である可

能性も高く、今後その点を加味した検討を積み

重ねることが求められる。 
 
E.結論 
 本感染症の 2 次感染は屋内で起こりやすい。

同特徴を捉えたハイリスク人口に焦点を絞った

対策を講じることによって実効再生産数が 1 を

下回ることが可能であることを示し、それをリ

アルタイム予測に実装することができた。 
 
F.健康危険情報 
 なし 
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